
 

 

 

 

【はじめに】 

農産加工班が実践してきた地域の保育園、幼稚園を

対象に実施してきた「食育」活動も５年目に入った。 

本年度も引き続き、子供の嫌いなピーマンなどの野

菜を使用した料理や菓子類の製造開発に取り組んだ。 

また、本年度は対象を地域の福祉施設「ワンダフル」

に広げ、農業や調理体験をすることで不登校解消や家

庭内での落ち着き度の向上が見られないか実証する

目的で行った。 

 

【畑作業の体験 収穫物の調理】 

＜目的＞ 

・実際に圃場で、農作業を体験することで、「食」につ

いての理解を深めるとともに、リラックスした気分を

味わってもらう。 

・その収穫物を使って、本校生徒と一緒に販売品の製

造を行い社会性を身につけてもらう。 

 

＜計画＞ 

①圃場の準備   ②播種 

③収穫体験    ④漬物の製造 

⑤ＪＡ箕面直売所での販売 

 

＜経過＞ 

①圃場整備 ②播種 

 

③収穫体験 

 

 

 

 

 

 

④漬物製造 

 

⑤ＪＡ箕面での販売会 

 

【まとめ】 

ほぼ計画通りに実施でき、当初の目的を果たせた。 

ワンダフルの指導員の方の声 

・普段見せない子供たちの姿に感動した。 

・生き生きとした姿を見て、農業、自然の力の大きさ

を改めて感じた。 

・今回の体験を通して、子供たちの学校への思いや通

学スタイルに好影響が出ればいいと思う。 

（指導教員 北之防） 
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